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1 M'早自尽

心理学実験は昔から行われてきたとされている。 初め

に、イスラム圏のイプン ・ ハイサムは、著作「光学の書」

において視知党や錯視を実験的に扱ったとされ、 これに

より彼が心理学実験の先駆者とされる場合がある。 その

後、19世紀後期にドイツのヴィルヘルム ・ ヴィントが実

験心理学という領域を確立し、 実験心理学に数学的・定

量的な手法を導入した。 このように、 心理学実験は昔か

ら行われてきたものの、 分野が確立され、 発展してきた

のは最近のことである。 それゆえ 、 現在でも未だに解明

されていない現象は多く存在する。 最近の心理学 では、

人間の理解に深くかかわるものが存在し、 そんな心理学

実験の多くは大学生で も再現が可能であるとされてい

る。 以上のことから、 我々は先行研究をレピュ ー し、 そ

れらの結果や考察から新たな心理学実験を考察 ・ 実行す

れば、 更に人間についての理解を深めることができるの

ではないかと考えた。

2 課題の設定と到達目標

本プロジェクトの目標は、 心理学実験によって人間

の心理 ・ 行動についての理解を深めることである。 そう

いった人間の心理 ・ 行動の理解を深めることによって、

より よい生活することや、生活をよくする方法について

考案することを目標としている。 上記の目標にあたっ

て、 我々のプロジェクトでは、 計10名のメンパーが各

自興味のある内容を持ち寄り、 同じような内容について

心理学実験を行いたいと考えているメンバ ー でグル ー

プ編成を行った。 その結果、音楽に関心を持つグルー プ

Aと、 対面授業とオンライン授業の違いに関心を持つ グ

ルー プBとSNSに関心を持つグルー プCに分か れた。

各グルー プの内訳は3名、 3名、 4名となり、 その後の

活動で全てのグル ー プがコロナウイルスに喚起された

テ ー マに決定した。

2.1 Aグル ー プ

本グルー プでは、 コロナウイルス感染拡大の影響によ

り、 ストレスを抱えた人が増えているように感じるとい

う背景から、音楽によってストレスを減少させることを

目標とした。 そして、 音楽 ・ ストレスなどのキ ー ワ ー ド

を挙げ、 それらについての先行研究を調査した結果、 以

下のような論文 を発見した。

•暗い音楽の聴取は、 ネガテイプな気分に対して 一定

の効果がある（近江，2011)

•感情の状態を測定することができる多面的感情状態

尺度の作成（寺崎ら，1992)

これらの研究から多面的感情状態尺度を用いた分析に

よって、 ストレスと音楽の関係について 理解を深めるこ

とができることを学んだ。 本グルー プでは背景を踏ま

え、 対人ストレスに限定して実験を行えるのではないか

と考えた。 そこで本グルー プでは、 「対人ストレスにお

いて有効な楽曲の性質を探る」という課題を設定した。

2.2 Bグル ー プ

本グル ー プでは、 新型コロナウイルスの感染拡大の影

響で、 大学でオンライン授業が導入された背景から、 対

面授業とオンライン授業で 学習に対する意欲の差、 集中

カの差が現れるのか質問紙を用いて明らかにし ようと考

えた。 そこで、 これらについて関連する学習形態に関す

る論文についてした結果、以下のような先行研究を発見

した。

• クラウド型の演習環境やオ ー サリングツ ールの活用

により、効率よく学習が行える体験は高い満足度に

つながる（安間，2018)

●授業形態の違いによって成績の違いがある。（富永

ら，2011)

• eラ ー ニングを1週間に1セッションの動画を視

聴し、 問題を解いてもらったと ころ、 生徒に従来の








